参考資料様式７





変更申請事前相談票

令和○年○月○日


【認定を受けた協定の概要】
	法曹養成連携協定の名称
	〇〇大学大学院（○○研究科）及び○○大学（○学部）の法曹養成連携協定

	連携法科大学院の名称
	〇〇大学大学院○○研究科○○専攻

	連携法曹基礎課程（法曹コース）を置く大学の名称
	〇〇大学○学部○○学科

	[bookmark: _Hlk195097752]法曹養成連携協定の有効期間
	令和○年○月○日から○年間
（期間満了後は○年ごとに自動更新）



[bookmark: _Hlk195097266]【本件連絡先】
	（法科大学院）

	事務担当者
	○○　○○
	所属部署
	○○課

	連絡先
	（電話番号）99-9999-9999
（E-mail）aaa@aaa.ac.jp



	（法曹コース）

	事務担当者
	○○　○○
	所属部署
	○○課

	連絡先
	（電話番号）99-9999-9999
（E-mail）aaa@aaa.ac.jp



こちらに記載いただいた担当者、連絡先に提出いただいた内容等について問い合わせをしますので、御対応いただける方の氏名等を記載してください。原則、法科大学院に連絡しますが、法曹コースの担当者についても記載してください。




１．変更を予定している時期
	令和○年○月頃



２．法曹養成連携協定において定めた事項を変更する必要性について
	（記載例）
法曹コースの〇〇〇教育の充実を図るため、法曹コースの教育課程に「〇〇〇」を追加する。




３．協定の変更箇所 
　□協定本体
　□別紙１（乙の法曹コースにおける教育課程）
　□別紙２（乙の法曹コースにおける成績評価の基準）
　□別紙３（乙の法曹コースに在籍する学生を対象とする早期卒業制度）
　□別紙４（乙の法曹コースを修了して甲の法曹養成専攻に入学しようとする者を対象とする入学者選抜の方法）
　□協定の変更はない

４．具体的な変更箇所
　①協定や別紙、参考資料様式において変更となる箇所を具体に記載してください。（変更箇所が多く記載しづらい場合は、変更箇所が分かるよう新旧を明確にした資料を添付すること）
	




※申請の内容によっては、追加の資料提出等を依頼する場合がありますので
ご承知おきください。
※提出が難しい資料等があれば、事前に相談してください。





